
2017年12月14日ニュース 
 
本年度YAC分団長会議で説明し、その後のJAXA/YAC宇宙教育指導者セミナーで紹介して
いました、「だいち２号に写ろう」で使用できる超簡単反射体を説明します。 

現在日本宇宙少年団は、第４回「コーナー反射鏡をつくって『だいち2号』に写ろう」を展開して

います。本事業はコーナー反射鏡を製作し設置し、「だいち２号」の電波を反射し作像したデー
タを、衛星データ分析ソフト「EISEI」を使用して「衛星データを身近に」しようとするものです。 

これまでの実践研究のなかから、超簡単観測方法の「構想」を考案し、その成果を実証するこ
とができました。 
すなわち100円均一店等で入手できる、アルミジ蒸着シートを2つ折りにし、衛星軌道と平行な
基準線上で2人で手持ちする。複数枚を連続させる。半分を地上に、半分を垂直に持ち上げる
ことで、鮮明に作像することを確かめました。 
実証観測日は、小雨微風の天候でした。 
全国の分団や、学校、科学館、子供会などのグループ活動でも、ぜひ実施してみませんか。 

観測時間が授業日の場合、学校の先生にお願いし、学級の友だちと観測できたらいいですね。
分団リーダーが予備的な観測をされるのも歓迎します。 
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それぞれの持ち味 



１ 雨の予報が出ていたら… 
         雨の降りだす前に事前に 
  東方が開けた場所  
  すぐ近くに高い構造物がない 
衛星軌道と平行な衛星軌道平行基準線を引く 
   方位磁針での北から16.72°東向き        
    スマートフォン等の真方位10.72°東向き 
  ＊観測地で衛星軌道基準線方位は異なる  

２ アルミ蒸着シートを半折にする 
   （例 100円均一ショップで90×160㎝購入） 
   長い片で2つにおり、折り目に棒を置き折り目を衛星
軌道平行基準線と重ねる。地面に置く方向を東方にする 

３ アルミ蒸着シートをピンと張る     
アルミシート地面部分は靴で抑える     
残りは垂直になるようにする（ひもに錘で垂直確認） 
観測時間は短時間概ね３分以内。動かないように。 
衛星とシートの間に入らないようにする 
（正確な観測時間は、「だいち２に写ろう」より連絡 
yacalos2@googlegroups.com 

軌道の接近をアナウンスすると臨場感 だいち２現在地→ 
http://www.lizard-tail.com/isana/tracking/?catalog_number=39766&target=alos2 
 

       メ     モ 

雨粒がシートにかかっていない方が好ま
しいが、雨天時には少々は仕方ない、避
けられない。 
風邪をひかないように傘をさしながら 
短時間約3分 

傘が、シートと衛星方向の空間に入らな
いように 

観測時の様子の写真をお願いします 

  だいち２号に写ろう    超簡易版（例えば雨の場合でも…） 
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衛星の軌道方向 
基準線 

磁北から16.72東 

方位磁針での16.72° 
スマートフォンなどでの真方位だと10.72° 

市販のアルミ蒸着シート 

足を踏ん張る 
シワがないように 

手でピンとはる 
シワがないように 

衛星方向 
東方 折り目に園芸用支柱等

を置き直角に曲げる 

超簡易観測方法で「だいち２号」に写ろう 

観測場所により基準線方位は若干異なる 
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おもり 

色々な工夫 

電池等を錘にし
て垂直確認 

上部をしっかり持つ 
     シートをなるべく平坦にする 

  靴で、直角部分を抑える。
直角を維持する。 

  風にあおられないように
押さえる。につま先で踏む  地面部分は靴で、おさえてなるべ

くシートを平坦にする 
＊数枚のシートを並べると効果的 
＊1mほど間隔があいてもよい 

＊事前に、シートの折り畳みシワをなく
すと効果的  5 

  

  

   シート上部を、垂直を
維持するように持ち上げる 

  ２人で、左右に引っ張り、
ピンとはる。 
シワができないようにする。  

キーワード：垂直 平坦 皺無し 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

11月22日 

軌道高度  
約630㎞ 

約792㎞ 

だいち2号 

呉 

衛星軌道 観測地域 

衛星との距離 

実践例 
11月22日の観測イメージ 
 12：10：22～ 12：11：58  
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～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

だいち２観測データ ⓒ JAXA 

ほぼ同時刻のひまわりデータをGoogleEarthに書出 

観測地B 

観測地A 
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観測地C 

11月22日呉市内で
超簡易観測法の 
実証観察を展開した 
         A 小学生 
         B 大学生 
         C 小学生 
 
 
 
 
 
更に３ヶ所展開している 
当日は、小雨微風の天候 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

2016年11月23日 

今回 

ⓒ JAXA 

ⓒ JAXA 

201７年11月２２日 

９０×１６０㎝ 
アルミ蒸着レジャーシート
５枚手持ち 

観測地Aの例 
シート5枚 
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～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

2016年11月23日 

ⓒ JAXA 

ⓒ JAXA 201７年11月２２日 

９０×１６０㎝ 
アルミ蒸着レジャーシート

１枚2人で手持ち 9 

観測地Bの例 
シート１枚 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

2016年11月23日 

今回 

ⓒ JAXA 

ⓒ JAXA 

2016年11月23日 

201７年11月２２日 

９０×１６０㎝ 
アルミ蒸着レジャーシート
６枚手持ち 

観測地Cの例 
シート６枚 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 
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今後の観測地域 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 
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今後の観測地域 



観測時に衛星軌道と平行な直線上に垂直に立てる
手持ちでも、設置を工夫しておきぱなっしでもよい。 
風には注意。 
衛星方向地面にアルミ蒸着シートを敷くと効果的 13 

超簡単ではないが簡単な反射体の工夫 

ダンボールを電
波は遮られない 

ダンボールの間
にシートを挟む 
 
 

何回でも使用で
きる 
 
扱いが簡単 



～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

9月22日 笠岡
観測 

11月8日 呉市下蒲
刈観測 
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（標準CR） 

簡易反射体１つ
手持ちの場合 

簡易反射体１つ 
＋アルミ蒸着シート 
（160×120㎝） 
風で飛ばないようにポットケース 

簡易反射体 
78.5×88.5㎝ 

地面にシートを敷くと劇的な 
効果がある 



 使用反射体 
 
A→ 標準CR（アルミ板90×90㎝） 
B→ 手持ち反射体 
C→ 金網1枚  草地上  

D→ 金網１枚＋アルミシート敷 
F→ 金網１枚 アスファルト上 

E→ 単体3枚を連結＋アルミシート 
G→ 自家用車(小型パッソ） 
 
 金網：60×90㎝バーベキュー網 

 単体3枚連結：３種類の板（アルミシート貼り） 

          74×84㎝、72×86㎝、  
          60×90㎝  
           
          アルミシート 

観測結果 

設置イメージ 

11月8日呉市大津泊庭園観測結果 

簡易観測方法の実証的な開発例 

資料れい－１０ 
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～衛星データで考える根っこ考える翼～ 

http://www.yac-j.com/hq/info/utsurou4.pdf 

  「だいち２号」に写ろう  説明原本 
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